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 上富田町では、町民の皆様に町財政の現況と実態をお知らせし、主要な施策についてご理解をい

ただくために、財政事情を毎年２回公表しています。

　今回の公表の内容は以下のとおりです。

　　①　令和７年度一般会計の収入および支出の状況      

　　②　令和７年度および令和８年度の一般会計の款別予算額の状況

　　③　令和７年度および令和８年度の特別会計の款別予算額の状況

　　④　一時借入金の現在高の状況      

　　⑤　投資的事業の状況      

　　⑥　町民の税負担の状況      

　　⑦　地方債の現在高の見込額の状況      

　　⑧　財産の現在高の状況 

　紙面には令和７年度会計別予算執行状況を掲載します。      

　なお、財政事情の詳細な内容につきましては、公表していますのでご覧ください。

　［公表場所：上富田町役場掲示板、町ホームページ］

令和７年度 会計別予算執行状況

会　　計　　名

一 般

国民健康保険事業

宅 地 造 成 事 業

奨 学 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療

水 道 事 業

下 水 道 事 業

朝 来 財 産 区

計

令和８年３月３１日現在（単位：千円）

※予算額には、繰越額を含む。

予　算　額

9,833,869

1,888,203

141,394

3,596

1,778,162

406,610

911,777

648,307

7,607

15,619,525

収入済額

7,952,292

1,758,640

136,915

3,595

1,485,834

232,699

568,526

539,101

6,585

12,684,187

支出済額

7,474,628

1,823,108

31,658

3,325

1,571,117

394,742

514,584

600,956

6,196

12,420,314

上富田町の財政事情
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■
下
鮎
川
地
区
連
絡
協
議
会

上
　
　
地
　
谷
口
　
和
男
　
30
戸

旭
　
　
　
　
庄
下
　
雅
巳
　
14
戸

中
　
　
央
　
中
岡
　
義
典
　
14
戸

大
神
宮
　
　
清
水
　
　
治
　
15
戸

加
茂
団
地
　
田
上
　
博
一
　
27
戸

■
市
ノ
瀬
地
区
連
絡
協
議
会

畑
　
　
山
　
三
栖
　
偉
俊
　
27
戸

下

ノ

岡
　
𠮷
田
　
隆
宏
　
111
戸

中

ノ

岡
　
中
瀬
　
隆
之
　
64
戸

宮

ノ

尾
　
谷
口
　
和
哉
　
44
戸

両

平

野
　
野
口
　
　
猛
　
33
戸

小
　
　
山
　
由
良
　
勝
哉
　
38
戸

汗
　
　
川
　
田
中
　
利
典
　
55
戸

後
　
　
代
　
栗
山
　
雅
充
　
79
戸

根

皆

田
　
松
井
　
孝
恵
　
106
戸

■
岩
田
地
区
連
絡
協
議
会

立
　
　
平
　
福
田
　
滋
則
　
55
戸

三

宝

寺
　
栗
栖
　
康
裕
　
35
戸

下

田

熊
　
稗
田
　
敬
一
　
20
戸

上

田

熊
　
戎
嶋
　
　
健
　
33
戸

大

坊

一
　
杉
野
　
彰
宏
　
30
戸

大

坊

二
　
𠮷
田
　
　
学
　
58
戸

大

坊

三
　
嵯
峨
　
進
介
　
40
戸

尾
　
　
崎
　
谷
口
　
幸
男
　
45
戸

上
岩
田
一
　
岡
﨑
　
陪
生
　
30
戸

上
岩
田
二
　
瀬
戸
　
亜
紀
　
30
戸

上
岩
田
三
　
山
本
　
弘
之
　
27
戸

■
岡
地
区
連
絡
協
議
会

深
　
　
見
　
摺
石
　
富
博
　
27
戸

ひ
ば
り
ヶ
丘
　
鳥
羽
　
崇
之
　
30
戸

元

ノ

尾
　
岡
嵜
　
真
人
　
36
戸

射
矢
ノ
谷
　
亀
田
　
聖
司
　
50
戸

中
　
　
島
　
平
野
　
好
史
　
52
戸

県
営
岡
団
地
　
松
村
　
泰
司
　
23
戸

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
岡

　
宮
本
　
和
也
　
20
戸

中
島
住
宅
　
髙
垣
　
昭
子
　
15
戸

小
　
　
郷
　
山
本
　
哲
也
　
22
戸

奥
　
　
草
　
田
ノ
瀨
利
行
　
16
戸

葛
　
　
原
　
森
　
　
夏
輝
　
16
戸

岡
　
　
川
　
坂
本
　
成
司
　

8
戸

■
生
馬
地
区
連
絡
協
議
会

本
　
　
郷
　
稗
田
　
　
勤
　
67
戸

山
　
　
王
　
栗
栖
　
俊
典
　

6
戸

生

馬

口
　
木
本
　
眞
次
　
39
戸

稗
　
　
田
　
田
中
　
大
三
　
34
戸

鳥
　
　
渕
　
出
水
万
寿
男
　
22
戸

大
　
　
宮
　
辻
　
　
好
由
　

9
戸

生

馬

橋
　
岡
内
　
咲
子
　
15
戸

中
　
　
根
　
山
本
　
浩
士
　
88
戸

救

馬

谷
　
北
條
　
哲
生
　
50
戸

■
朝
来
地
区
連
絡
協
議
会

野
　
　
田
　
中
本
喜
一
郎
　
19
戸

不
　
　
動
　
小
倉
　
盛
楠
　
11
戸

日
　
　
産
　
小
倉
真
理
子
　

8
戸

岩
　
　
崎
　
小
倉
　
大
造
　
11
戸

大

内

谷
　
木
下
　
　
斉
　
25
戸

愛
　
　
和
　
栗
田
　
佳
典
　
29
戸

平
　
　
和
　
谷
端
　
　
清
　
28
戸

梅
　
　
田
　
楠
本
　
敏
雄
　
23
戸

学
園
団
地
　
津
村
　
卓
哉
　
23
戸

睦
　
　
　
　
平
見
　
信
次
　

3
戸

駅
前
北
　
　
深
見
　
将
史
　
22
戸

駅
前
南
　
　
黒
田
　
一
明
　
23
戸

東
　
　
　
　
福
本
　
博
文
　

8
戸

西
　
　
山
　
長
野
　
文
昭
　
21
戸

中
　
　
央
　
澤
邉
　
松
生
　
26
戸

中
　
　
心
　
濱
田
　
耕
成
　
20
戸

下
内
代
　
　
善
利
　
訓
規
　
28
戸

旭
　
　
　
　
野
田
　
修
平
　
29
戸

金
　
　
屋
　
中
松
　
大
地
　
60
戸

馬
　
　
川
　
横
岡
　
雅
義
　
23
戸

六
　
　
部
　
吉
田
　
憲
司
　
51
戸

六
　
　
中
　
宇
井
　
利
夫
　
31
戸

六
　
　
前
　
山
本
　
就
一
　
44
戸

緑

ヶ

丘
　
田
中
あ
か
ね
　
21
戸

観

音

台
　
町
谷
勇
次
郎
　
88
戸

丹
田
台
団
地
　
稲
垣
今
日
子
　
64
戸

第
２
丹
田
台
団
地

　
辻
　
　
陽
司
　
27
戸

第
２
丹
田
台
　
千
葉
　
　
智
　
48
戸

峠
　
　
　
　
柿
本
　
節
夫
　
82
戸

鳶
　
　
野
　
森
　
　
吉
孝
　
79
戸

丹

田

台
　
林
　
　
修
志
　
256
戸

南
紀
の
台
　
峯
上
　
　
浩
　
341
戸

ひ

か

り
　
曽
野
　
幸
冶
　
11
戸

新
　
　
川
　
荒
木
　
勝
之
　
40
戸

ひ
だ
ま
り
　
博
多
　
厚
司
　
21
戸

パ
ブ
リ
ッ
ク
　
井
渓
　
港
斗
　
185
戸

■
大
谷
地
区
連
絡
協
議
会

は
ま
ゆ
う
　
堺
田
　
悠
資
　
56
戸

日

ノ

出
　
川
口
　
尚
大
　
17
戸

水
　
　
穂
　
道
浦
　
猛
至
　
23
戸

馬

ノ

谷
　
清
水
　
大
貴
　
27
戸

共
　
　
栄
　
藪
内
　
昭
孝
　
12
戸

樫

ノ

木
　
道
浦
　
　
学
　
40
戸

飛

曽

川
　
堀
　
　
智
弥
　
18
戸

飛
曽
川
団
地
Ａ
棟

　
萬
歳
　
章
廣
　
24
戸

飛
曽
川
団
地
Ｂ
棟

　
瀧
　
　
弘
道
　
17
戸

飛
曽
川
団
地
Ｃ
棟

　
栗
栖
　
順
哉
　
15
戸

日

ノ

丸
　
中
嵜
　
正
隆
　
15
戸

交
　
　
和
　
糸
川
　
安
信
　

8
戸

栄
　
　
　
　
菅
谷
　
秀
子
　
20
戸

畑
　
　
　
　
森
岡
　
朝
夫
　
24
戸

あ
ら
ぼ
り
　
河
野
　
匡
宏
　
52
戸

水
穂
団
地
　
松
田
　
純
平
　
26
戸

令
和
８
年
度

町
内
会
長
の
ご
紹
介

（
５
月
１
日
現
在
）

有料広告

有料広告

人
権
相
談
窓
口

　
和
歌
山
県
で
は
、
人
権
に
関

す
る
様
々
な
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

【
面
談
お
よ
び
電
話
相
談
】

㊊
～
㊎
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
】

奇
数
月

：

第
２
土
曜
、
第
４
木
曜

偶
数
月

：

第
２
・
第
４
木
曜

13
時
～
16
時

※
要
予
約

【
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

☎
０
７
３
‐
４
２
１
‐
７
８
３
０

和
歌
山
地
方
法
務
局

【
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

和
歌
山
県
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
“
り
ぃ
ぶ
る
”

☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
２
４
６

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

☎
３
３
‐
７
０
９
２
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有料広告有料広告

有料広告有料広告

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
使
用
促
進
　-
お
知
ら
せ-

　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に

か
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使

用
促
進
の
ご
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
お
薬
代
の
軽
減
に
つ

な
が
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
医
療
保
険
財
政
の
改
善
を
図

る
た
め
に
も
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
普
及
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
ご
案
内
は
、
現
在
処
方

を
受
け
て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

と
、
お
薬
代
が
ど
れ
く
ら
い
軽

減
で
き
る
の
か
を
お
伝
え
す
る

も
の
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
を
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
切
り

替
え
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

対 

１
ヶ
月
に
14
日
分
以
上
の
お

薬
を
処
方
さ
れ
て
い
て
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
場
合
、
１
ヶ
月
の
自
己
負
担

額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
方
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
終
了
し
た
あ
と
に
発
売
さ

れ
る
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の

品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
を
持

つ
と
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
医
薬

品
で
す
。
開
発
費
が
抑
え
ら
れ

る
た
め
、
先
発
医
薬
品
よ
り
低

価
格
で
提
供
さ
れ
経
済
的
で
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま

た
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
医
師
か
ら
の
変
更
制

限
が
な
け
れ
ば
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
が

可
能
で
す
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

　
本
町
で
は
、
町
民
の
方
で
障

害
の
あ
る
ご
本
人
や
、
障
害
の

あ
る
方
を
支
え
て
い
る
ご
家
族

お
よ
び
支
援
者
か
ら
の
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

相
談
方
法
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

出
張
相
談
日
を
設
け
ま
す

相 

毎
週
火
曜
日

時 

13
時
30
分
～

場 

上
富
田
町
役
場
内

　
　
　
　
　
　 

相
談
室

・
相
談
員
と
役
場
職
員
が
対
応

・
障
害
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
事
前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま 

　

せ
ん
が
、
状
況
に
よ
り
お
待

　

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

　

す
。

・
出
張
相
談
に
行
け
な
い
場
合

　

や
相
談
日
以
外
に
お
困
り
の

  

こ
と
が
あ
れ
ば
、
電
話
で
の

　
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

直
接
相
談
を
し
た
い
場
合

　
西
牟
婁
圏
域
障
害
児
・
者
相

　
談
セ
ン
タ
ー
　
に
じ
の
わ

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
１

階　
田
辺
市
高
雄
一
丁
目
23
‐
１

☎
２
６
‐
４
９
２
３

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
　

　
町
の
情
報
を
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
で
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
登
録

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
「
友
だ
ち
追
加
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

欲
し
い
情
報
だ
け
受
信

　「
受
信
設
定
」
で
希
望
す
る

情
報
の
み
受
け
取
れ
ま
す
。

 

分
か
り
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー

　「
基
本
」
と
「
防
災
」
の
タ

ブ
切
り
替
え
で
、
知
り
た
い
情

報
に
す
ぐ
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

 

ご
み
収
集
日
を
お
知
ら
せ

　
地
区
を
設
定
す
る
と
、
収
集

日
の
前
日
に
通
知
が
届
き
ま
す
。

出
し
忘
れ
防
止
に
！

 

ご
み
の
分
別
を
検
索

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
調
べ
た
い
ご

み
の
種
類
を
送
信
す
る
と
、
ご

み
の
捨
て
方
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問 

振
興
課
　
企
画
・
商
工
観
光

班
（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

障
害
福
祉
に
関
す
る
相
談
事

上
富
田
町
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ

友
達
募
集
中
！

登録は
こちらから

↓
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※住所異動の手続きや住民票・戸籍等

の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い

合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 6 月 11 日・25 日㊍  19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など

　
３
月
24
日
、
上
富
田
町
総
合

計
画
審
議
会
（
上
羽
寛
会
長
）

か
ら
、「
第
５
次
上
富
田
町
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
の
答

申
書
が
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
後
期
基
本
計
画
で
は
、

人
口
減
少
、
大
規
模
圏
の
一
極

集
中
、
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た

課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
計
画

で
あ
る
「
第
３
期
上
富
田
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
内
包
し
、
一
体
化
す

る
形
で
策
定
し
ま
し
た
。「
し
あ

わ
せ
な
ま
ち
づ
く
り
」・「
教
育

と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」・「
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ

を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
19
の
政

策
分
野
に
分
け
て
、
主
な
取
り

組
み
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問 

振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
任
期
満
了
に
伴
う
上
富
田
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
４
月

21
日
㊋
に
告
示
さ
れ
、
４
月
26

日
㊐
に
選
挙
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
定
数
12
名
に
対
し
立
候
補
者

数
が
12
名
（
現
職
９
名
、
元
職

１
名
、
新
人
２
名
）
で
あ
っ
た

た
め
、
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
選
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
当
選
人
】（
届
出
順
・
敬
称
略
）

　
　
井
渓
　
港
斗

　
　
山
本
　
賢

　
　
谷
端
　
清

　
　
吉
本
　
和
広

　
　
正
垣
　
耕
平

　
　
中
井
　
照
恵

　
　
平
田
　
美
穗

　
　
樫
木
　
正
行

　
　
栗
田
　
八
郎

　
　
松
井
　
孝
恵

　
　
榎
本
　
修
士

　
　
家
根
谷
　
美
智
子

問 

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
　
　

　
　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
令
和
５
年
度
よ
り
開
始
し
た

デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
予
約
式
乗
り

合
い
バ
ス
）
に
つ
い
て
、
利
用

者
様
よ
り
「
使
い
方
が
わ
か
り

や
す
く
便
利
」「
安
心
し
て
免

許
返
納
が
で
き
た
」
な
ど
、
大

変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
利
用
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
方
も
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
特
徴 

　
30
分
毎
の
予
約
制
で
、
他
の

お
客
様
と
乗
り
合
わ
せ
な
が
ら
、

指
定
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
間
を
最

適
な
ル
ー
ト
で
運
行
し
ま
す
。

ご
利
用
方
法

 

①
利
用
登
録

　
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

申
込
書
は
振
興
課
⑧
番
窓
口
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

②
電
話
予
約

　
登
録
後
、
明
光
バ
ス
受
付
セ

ン
タ
ー
（
☎
３
３
‐
２
０
７
８
）

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
時
は
「
登
録
番
号
・
氏

名
・
時
間
・
乗
降
場
所
・
人
数
・

連
絡
先
」
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

問 

振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

「
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」・

「
第
３
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

上
富
田
町
議
会
議
員

 

一
般
選
挙
の
結
果

デ
マ
ン
ド
バ
ス
が

好
評
運
行
中
で
す
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追
加 

う
ち
し
ば
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク

検
診
・
予
防
接
種 

＊
受
診
の
際
は
、
上
富
田
町
が

発
行
し
た
検
診
受
診
券
・
予
防

接
種
依
頼
券
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

【
検
診
】

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

【
予
防
接
種
】

・
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

・
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
母

子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
）

場 

田
辺
市
東
山
２
丁
目
27
‐
26

問 ☎︎
０
７
３
９
‐
２
５
‐
０
９
２
９

　
６
月
４
日
～
10
日
は
「
歯
と

口
の
健
康
週
間
」で
す
。
こ
れ
は
、

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
知
識

を
普
及
・
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

歯
科
疾
患
の
予
防
に
関
す
る
習

慣
の
定
着
を
図
り
、
合
わ
せ
て

そ
の
早
期
発
見
お
よ
び
早
期
治

療
な
ど
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ

り
、
歯
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

健
康
を
保
持
増
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
上
富
田
町
で
は
歯
周
疾
患
検

診
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
無
料
で
検
診

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

費 

自
己
負
担
額

：

０
円

持 　 

・
歯
周
疾
患
検
診
「
受
診
券
」

　 

・
健
康
保
険
証
ま
た
は
マ
イ

　
　
ナ
保
険
証

対 

令
和
８
年
度
に
20
歳
・
30
歳
・

40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方

※
対
象
の
方
に
は
、
す
で
に
受

診
券
を
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

問 

上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
４
７
‐
５
３
０
０

～
意
外
と
知
ら
な
い
⁉

ウ
ン
チ
の
話
～

時 

６
月
29
日
㊍

　 

13
時
30
分
～

　 

１
時
間
程
度

場 

上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

定 

30
名
程
度

費 

無
料

講
師 

和
歌
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　
　
　
　
　
中
村
　
亜
美
　
氏

申 

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

配 

お
み
や
げ
付
き

※
お
み
や
げ
を
事
前
に
ご
用
意

致
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

内 

講
演
会

・
懐
か
し
の
曲
：
キ
ー
ボ
ー
ド

演
奏
会

・
お
肌
の
水
分
量
測
定
会

問 

上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎︎
４
７
‐
５
３
０
０

◆町内の実施医療機関

◆対象となる生年月日

※その他、県内の歯科医療機関でも受診できます。

令
和
８
年
度

「歯
と
口
の
健
康
週
間
」

健
康
講
演
会
開
催
の

お
知
ら
せ

健
診
と
予
防
接
種
の

実
施
機
関
が
追
加
さ
れ

ま
し
た

愛須デンタルクリニック 朝来 798-3 ４７－３１０３

大江歯科 朝来 1364-8 ４７－４５３０

武田歯科診療所 岩田 1648 ４７－２００７

中井歯科医院 朝来 1104 ４７－１４４４

ヒルデンタルクリニック 朝来 2585 ８３－２５１８

南歯科医院 朝来 137-5 ４７－３３４３

和田歯科医院 朝来 1348-1 ４７－００２８

歯
み
が
き
で

　
　
体
を
守
る
　

　
　
　
　
最
前
線

(

歯
と
口
の
健
康
週
間
　
令
和
８
年
度
標
語)

２０歳 Ｈ１８年４月１日～Ｈ１９年３月３１日

３０歳 Ｈ８年４月１日～Ｈ９年３月３１日

４０歳 Ｓ６１年４月１日～Ｓ６２年３月３１日

５０歳 Ｓ５１年４月１日～Ｓ５２年３月３１日

６０歳 Ｓ４１年４月１日～Ｓ４２年３月３１日

７０歳 Ｓ３１年４月１日～Ｓ３２年３月３１日

腸
元
気
生
活
の
す
す
め
!!

健康
講演会の

お
申

し込
みはこち

ら
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行事名   日　　程 場　　所 対　　象

１歳半健診 ６月１７日㊌

上富田町
保健センター

令和６年 10 月・11月生まれの方

４カ月健診
７月８日㊌

令和８年３月生まれの方

１０カ月健診 令和７年８月生まれの方

育児相談 (２カ月 )
７月９日㊍

令和６年５月生まれの方

育児相談 (１歳 ) 令和７年６月生まれの方

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）

と
は
、
認
知
症
の
前
段
階
と
言

わ
れ
て
お
り
、
物
忘
れ
な
ど
の

認
知
機
能
の
低
下
は
み
ら
れ
る

が
、
日
常
生
活
に
問
題
は
み
ら

れ
な
い
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
状
態
の
ま
ま
何
も

し
な
け
れ
ば
、
5
年
後
に
は

40
％
の
方
は
認
知
症
に
移
行
す

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す

が
、
対
策
を
と
る
こ
と
で
、
認

知
機
能
が
正
常
に
戻
っ
た
り
、

認
知
症
へ
の
移
行
を
防
ぐ
こ
と

も
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
な

ど
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
た
時

に
は
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

発
症
や
進
行
を先送

り
す
る
た
め
に

◎
運
動
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。

地
域
の
介
護
予
防
教
室
等
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◎
通
い
の
場
や
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
人
と
交
流
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

◎
生
活
の
な
か
で
感
動
や
と
き

め
き
を
感
じ
る
こ
と
が
大

切
！
（
こ
こ
で
い
う
と
き
め

き
は
プ
ラ
ス
の
感
情
の
こ

と
）「
道
端
の
花
が
き
れ
い
」

「
誰
か
の
役
に
立
て
た
嬉
し

い
」
な
ど
プ
ラ
ス
の
感
情
を

感
じ
る
と
脳
が
活
性
化
さ
れ

ま
す
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

６
月
12
日
㊎

　
　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

相
談
室

問 

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
数
カ

月
ま
で
は
、
体
重
は
増
え
て
い

る
か
な
？
他
の
赤
ち
ゃ
ん
も
同

じ
な
の
か
な
？
と
不
安
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
そ
の
不
安
を
少
し

で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、
つ
ど

い
の
広
場
を
月
１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
体
重
だ
け
測
っ
て
帰

る
も
よ
し
、
時
間
い
っ
ぱ
い
お

し
ゃ
べ
り
し
て
も
よ
し
。
予
約

は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

対 

10
カ
月
ま
で
の
お
子
さ
ん

場 

上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階内 

体
重
測
定
、
手
形
ア
ー
ト

（
偶
数
月
生
ま
れ
は
偶
数
月
の

み
、
奇
数
月
生
ま
れ
は
奇
数
月

の
み
）、
ね
ん
ね
ア
ー
ト
等

申 

不
要

時 

９
時
30
分
～
11
時

問 

上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
４
７
‐
５
３
０
０

　６月１７日～７月９日

み
る
く
く
ら
ぶ
開
催
の

お
知
ら
せ

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

開催日

６月２６日㊎ １１月２７日㊎

７月３１日㊎ １２月２５日㊎

８月２８日㊎ 令和９年１月２９日㊎

９月２５日㊎ 令和９年２月２６日㊎

１０月３０日㊎ 令和９年３月１９日㊎

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

ご
存
じ
で
す
か
？

　
Ｍ
Ｃ
Ｉ（
エ
ム
シ
ー
ア
イ
）

　　　　　　　　　 

軽
度
認
知
障
害
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◆
社
会
教
育
委
員

　
阿
波
　
正
子

　
幾
島
　
浩
恵

　
石
垣
　
敦
也

　
工
藤
　
英
樹

　
鈴
木
　
善
平

　
田
中
　
知
恵

　
北
條
　
哲
生

◆
文
化
財
審
議
委
員
　
　
　 

　

　
家
髙
　
英
宏

　
岩
橋
　
幸
大

　
裏
地
　
好
晴

　
平
田
　
博

　
美
濃
　
明

　
宮
本
　
勲

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
　
　   

　
秋
月
桂
代
子

　
池
田
か
お
る
　

　
稲
嵜
　
啓
太

　
石
垣
　
敦
也

　
岡
本
　
祥
子

　
田
中
　
大
三

　
玉
置
　
恭
也

　
中
西
　
美
穗

　
東
　
　
正
人

　
北
條
　
五
月

　
三
栖
　
靖
敏

　
山
本
　
和
広

◆
父
母
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会
　
長
　
　
　
神
田
　
賢
大

副
会
長
　
　
　
前
田
　
明
穂

◆
単
位
子
ど
も
ク
ラ
ブ

み
つ
わ
　
　
　
三
宅
　
和
美

白
　
鳩
　
　
　
芝
　
　
健
治

上
　
村
　
　
　
岡
本
　
祐
輔

丹
田
台
　
　
　
堀
　
　
綾

Ａ
Ｒ
Ａ
　
　
　
堀
　
　
真
典

生
　
馬
　
　
　
和
田
侑
里
奈

上
岩
田
　
　
　
稲
垣
　
暁
子

大
坊
な
か
よ
し

　
　
　
　
　
　
田
上
　
智

立
平
・
三
宝
寺

　
　
　
　
　
　
神
田
　
賢
大

田
　
熊
　
　
　
山
本
　
尚

岡
　
　
　
　
　
前
田
　
明
穂

南
　
岸
　
　
　
田
中
　
裕
子

北
　
岸
　
　
　
千
葉
　
芽
伊

下
鮎
川
　
　
　
五
味
あ
ゆ
み

◆
親
子
文
庫

に
こ
に
こ
文
庫
（
下
鮎
川
）

代
　
表
　
　
　
南
田  

昌
子

ひ
ま
わ
り
文
庫
（
市
ノ
瀬
）

代
　
表
　
　
　
安
達
ゆ
か
子

ご
ろ
ん
た
文
庫
（
岩
田
）

代
　
表
　
　
　
宮
本
　
麻
耶

な
か
よ
し
文
庫
（
岡
）

代
　
表
　
　
　
岡
本
　
祥
子

く
す
の
き
文
庫
（
生
馬
）

代
　
表
　
　
　
上
羽
　
登
子

あ
た
ご
文
庫
（
朝
来
）

代
　
表
　
　
　
森
田  

幸
子

◆
公
民
館 

館
長 

分
館
長

　
朝
来
公
民
館
長

　
兼 

大
谷
分
館
長

　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
一
光

　
南
紀
の
台
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
　
道
本
　
敦
子

　
生
馬
公
民
館
長

　
兼 

芦
山
分
館
長

　
　
　
　
　
　
　
十
河
　
崇

　
岩
田
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
博

　
岡
分
館
長
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
嵯
峨
　
進
介

　
市
ノ
瀬
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
拓
也

　
下
鮎
川
分
館
長

　
　
　
　
　
　
　
南
田
　
政
行

◆
公
民
館 

運
営
審
議
会
委
員

橋
本
　
三
穂
　
大
江
　

也

輪
島
　

子
　
栗
林
　
美
香

福
田
　
和
晃
　
片
山
つ
ゆ
子

出
羽
　
聖
子
　
石
垣
　
敦
也

田
中
　
利
典
　
谷
本
　
臣
男

◆
公
民
館 

運
営
委
員

朝
来
公
民
館

　
和
田
　
明
彦
　
高
垣
　
雅
弘

　
菅
根
　
　
清
　
田
中
　
明
美

　
沖
田
　
公
子
　
寺
前
　
初
枝

　
楠
本
　
秀
夫
　
芦
口
　
正
史

　
井
谷
　
利
夫
　
内
谷
　
純
也

　
坂
本
美
穂
子

南
紀
の
台
公
民
館

　
峯
上
　
浩
　
　
岡
村
は
つ
子

　
前
島
　
知
栄
　
岩
見
　
賢

　
井
渓
　
港
斗
　
宮
本  

万
輝

　
宮
本
　
誠
三
　
山
下
ひ
と
み

　
中
西
　
紗
希

生
馬
公
民
館

　
北
條
　
哲
生
　
稗
田
　
勤

　
栗
栖
　
俊
典
　
十
林
　
悦
子

　
吉
田
　
敏
史
　
田
中
　
大
三

　
出
水
万
寿
男
　
萩
原
　
章
伸

　
青
木
ハ
ル
コ
　
結
城
　
祥
子

　
上
羽
　
登
子
　
吉
田
　
哲
也

　
上
羽
　
裕
輔
　
和
田
侑
里
奈

　
福
田
　
勝
也
　
徳
永
　
清
美

　
吉
田
　
由
子
　
浅
山
　
亜
季

　
岩
田
公
民
館

　
宮
本
　
晋
治
　
吉
田
　
尚
人

　
那
須
　
路
大
　
稗
田
　
訓

　
樫
本
　
良
太
　
天
野
　
保
雄

　
田
城
　
賢
司
　
谷
口
　
幸
男

　
岡
﨑
　
陪
生
　
矢
間
　
政
斗

　
米
田
美
惠
子
　
栗
山
　
光
英

　
鳥

　
崇
之
　
鈴
木
　
大
樹

　
樫
山
　
福
夫
　
中
井
　
純
代

　
山
本
　
哲
也
　
音
窪
　
克
彦

　
木
下
　
喬
敦
　
中
道
　
雄
大

　
鈴
木
　
　
健
　
水
本
　
歳
万

　
山
本
　
和
広
　
谷
本
　
憲
司

　
坂
本
　
潤
亮

市
ノ
瀬
公
民
館

　
𠮷
田
　
隆
宏
　
𠮷
田
　
千
尋

　
中
戸
川
恵
子
　
由
良
　
勝
哉

　
池
田
　
節
生
　
中
田
健
太
郎

　
中
田
　
博
昭
　
松
井
　
孝
恵

　
深
見
　
哲
生
　
栗
山
　
雅
充

　
山
本
　
祥
央
　
千
葉
　
芽
伊

　
木
村
　
忠
美
　
中
山
　
貴
久

　
中
尾
　
純
子
　
五
味
　
利
旭

　
小
西
　
英
之
　
沢
口
　
　
徹

　
三
栖
　
将
史

◆
青
少
年
育
成
町
民
会
議

会
長
　
　
　
上
羽
　
寛

◆
体
育
協
会

会
長
　
　
　
谷
端
　 

清

◆
補
導
委
員
連
絡
会

会
長
　
　
　
田
中
　
利
典

◆
連
合
婦
人
会

会
長
　
　
　
沖
田
　
公
子

◆
文
化
協
会

会
長
　
　
　
田
中
　
利
典

令
和
８
年
度 

社
会
教
育 

関
係
諸
団
体

　
委
員
・
役
員
の
ご
紹
介

　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

-7-  



わ
か
れ
の
時　

わ
す
れ
な
草
の

白
い
色

『
春
』

　
　

市
ノ
瀬
小
学
校
５
年　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
水　

千
瑛

（
投
稿
歓
迎
）

余
生
あ
り
棚
田
の
蝌
蚪
と
戯
れ
む
　
　
　

ど
の
実
に
も
雹
の
傷
跡
梅
無
残
　
　
　
　

足
元
は
既
に
皮
ぬ
ぎ
竹
真
青
　
　
　
　
　

土
手
の
句
碑
重
き
雲
た
つ
梅
雨
の
入
　
　

水
張
れ
ば
す
ぐ
田
蛙
の
声
揃
へ
　
　
　
　

う
ぐ
い
す
の
二
タ
声
三
声
昼
餉
か
な
　
　

ス
リ
ッ
パ
の
み
な
ち
ぐ
は
ぐ
に
火
蛾
の
夜

採
り
や
す
き
場
所
譲
ら
れ
て
梅
採
女
　
　

枇
杷
採
り
に
齢
も
愚
痴
も
忘
れ
け
り
　
　

百
年
を
越
え
し
古
株
お
茶
を
摘
む
　
　
　

板
橋
に
し
や
が
め
ば
蜻
蛉
増
ゆ
る
か
な

ヘ
ル
パ
さ
ん
季
節
運
ん
で
豆
御
飯

稗
田
　
満
代

物
価
高 

ス
ー
パ
ー
に
入
い
り 

う
ろ
う
ろ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
額
の
竹
輪 

迷
わ
ず
か
ご
に

山
口
さ
と
江

機
内
よ
り 

雲
の
透
き
間
に 

姉
が
撮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
山
連
峰 

雪
に
包
ま
れ
　

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

城
戸
　
杉
生

射
場
　
典
子

岡
本
　
美
恵
子

片
倉
　
美
智
子

出
羽
　
智
香
子

出
羽
　
鶴
枝

宮
内
　
信
子

本
西
　
満
穂
子

山
根
　
八
栄
子

和
田
　
厚
子

山
本
　
陽
子

木
村
　
圀
夫

図書館からのお知らせ　問 上富田町立図書館 ☎４７－１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

イン・ザ・メガチャーチ　　

謎の香りはパン屋から２　　

青天　　　　　　　　　　　

大河の一滴　最終章　　　　

謎の香りはパン屋から　　　

熟柿　　　　　　　　　　　

カフェーの帰り道　　　　　

月がきれいな夜に、誰かに思い出してほしかった

暁星　　　　　　　　　　　

考えてはいけないことリスト

イン・ザ・メガチャーチ　　

謎の香りはパン屋から２　　

青天　　　　　　　　　　　

大河の一滴　最終章　　　　

謎の香りはパン屋から　　　

熟柿　　　　　　　　　　　

カフェーの帰り道　　　　　

月がきれいな夜に、誰かに思い出してほしかった

暁星　　　　　　　　　　　

考えてはいけないことリスト

朝井　リョウ

土屋　うさぎ

若林　正恭　

五木　寛之　

土屋　うさぎ

佐藤　正午　

嶋津　輝

　　

川代　沙生　

湊　かなえ　

堀田　秀吾　

朝井　リョウ

土屋　うさぎ

若林　正恭　

五木　寛之　

土屋　うさぎ

佐藤　正午　

嶋津　輝

　　

川代　沙生　

湊　かなえ　

堀田　秀吾　

 日本経済新聞出版

宝島社

文藝春秋

幻冬舎

宝島社

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

東京創元社

 サンマーク出版

双葉社

フォレスト出版

 日本経済新聞出版

宝島社

文藝春秋

幻冬舎

宝島社

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

東京創元社

 サンマーク出版

双葉社

フォレスト出版

日本人の死因ランキング１位は

「がん」、２位は「心疾患」だそう

です。心臓病を遠ざけるために

は、生活習慣の見直しが欠かせ

ません。血管を強くするおすすめ

の食べ物として、血管の老化防

止にはブロッコリー、高い抗酸化

力を持つトマト、豚肉やほうれん

草には血管を広げる効果があり

ます。まずは食生活の改善を心

がけ、血管を若返らせる努力を

始めてみませんか？

『名医が教える　強い心臓・血管のつくりかた』

本の紹介

杉岡　充爾/監修　リベラル社
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問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

行
程 

大
阪
歴
史
博
物
館
・
天
満

天
神
繁
昌
亭
「
落
語
」

※
昼
食
は
京
阪
シ
テ
ィ
モ
ー
ル

　
で
自
由
食

時 
７
月
16
日
㊍

集 

南
紀
の
台
公
民
館
　

　 

７
時
30
分
発
～
19
時
15
分
着

定 

先
着
40
名

費 

６
０
０
０
円
（
昼
食
代
は
含

み
ま
せ
ん
）

申 

参
加
費
を
添
え
て
南
紀
の
台

公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

南
紀
の
台
在
住
の
方

　
６
月
８
日
～
６
月
26
日
ま
で

町
内
の
方
　

　
６
月
15
日
～
６
月
26
日
ま
で

受
付
時
間
　

　
９
時
30
分
〜
17
時
ま
で

問 

南
紀
の
台
公
民
館

☎
３
４
‐
７
２
２
７

募
集
期
間 

　
６
月
1
日 
㊊
～
26
日 

㊎

資 

上
富
田
町
に
住
所
を
有
し
、

貸
与
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
与
月
額 

　（
予
定
）

高
等
学
校
　
１
万
円

大
学
等
　
　
３
万
円

貸
与
期
間 

正
規
の
在
学
期
間
中

（
毎
年
更
新
手
続
き
が
必
要
）

申 

教
育
委
員
会
事
務
局
で
書
類

配
布
・
受
付

申
請
書
の
提
出 

・
奨
学
生
願
書
（
本
人
お
よ
び

連
帯
保
証
人
２
名
の
署
名
・
捺

印
が
必
要
で
す
）

※
連
帯
保
証
人
２
名
の
う
ち
１

名
は
奨
学
生
の
父
母
等
を
定

め
て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
１
名
は
、
奨
学
生
の
父

　
母
等
と
同
一
世
帯
以
外
の
方

　
で
す
。

・
最
新
年
度
の
年
度
課
税
証
明
書

（
奨
学
生
と
同
一
世
帯
で
所
得

の
あ
る
者
全
員
お
よ
び
連
帯
保

証
人
）

・
在
学
証
明
書

そ
の
他 

　
な
お
、
貸
付
認
定
は
、
規
則

に
基
づ
き
審
議
会
の
審
議
の
も

と
に
貸
付
可
否
が
決
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

教
育
奨
学
金
追
加
募
集
の

ご
案
内

時 

６
月
14
日
㊐

　
　
　
　
８
時
30
分
受
付
開
始

　
　
　
　
９
時
00
分
競
技
開
始

               

　
　（
雨
天
決
行
）

場 

上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
屋
内
イ
ベ
ン
ト
広
場

費 

無
料

申 

事
前
に
朝
来
ま
た
は
南
紀
の

台
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　（
㊏
・
㊐
を
除
く
　
朝
来
公
民

館
９
時
～
16
時
、
南
紀
の
台
公

民
館
９
時
30
分
～
17
時
）

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
申
し
込
み
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
朝
来
公
民

館
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友

達
追
加
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
朝
来
公

民
館
へ
の
申
し
込
み
に
な
り
ま

す
。）

〆 

６
月
12
日 
㊎

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

　
朝
来
公
民
館☎

４
７
‐
０
５
４
５

　
南
紀
の
台
公
民
館

☎
３
４
‐
７
２
２
７

　朝来在住の福山美千代さんの作品をロビー展示

しています。

　織部焼や黄瀬戸焼などの、普段使いのできる器

をぜひお楽しみください。

　期 ６月３０日㊋まで

　　  平日８時３０分～１７時１５分

　場 上富田文化会館　1 階ロビー

　問 教育委員会事務局　☎ 47-5930

福山美千代さん陶芸作品展

南
紀
の
台
公
民
館

　
伝
統
文
化
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

朝
来
・
南
紀
の
台
公
民
館
共
催

前
期
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
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4
月
11
日
、
令
和
7
年
度
行

事
の
古
道
歩
き
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
町
内
に
た
く
さ

ん
あ
る
史
跡
や
王
子
跡
な
ど
を
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
巡
る
、
と
い

う
、
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　
町
内
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
史

跡
の
う
ち
、
八
上
王
子
跡
、
田

中
神
社
、
稲
葉
根
王
子
跡
、
一

瀬
王
子
跡
、
大
沼
大
橋
の
石
板
、

弘
法
の
井
戸
ま
で
、
全
部
で
6

カ
所
を
、
上
富
田
ガ
イ
ド
の
会

鈴
木
善
平
氏
の
案
内
で
巡
り
ま

し
た
。
存
在
は
知
っ
て
い
て
も

実
際
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

り
、
由
来
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

り
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ば
か
り

で
、
身
近
な
史
跡
に
触
れ
な
が

ら
、
い
に
し
え
に
心
を
は
せ
た

一
日
で
し
た
。

　
田
中
神
社
の
楠
木
の
洞う

ろ

に
埋

ま
り
そ
う
に
な
っ
て
い
る
手ち

ょ

う

ず水

鉢ば

ち

の
一
部
を
か
す
か
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国

道
42
号
線
横
に
見
え
て
い
る
大

き
な
石
板
、
実
は
、
元
々
は
橋

だ
っ
た
、
と
驚
き
の
お
話
も
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昼
食
休
憩
は
、
道
の
駅
く
ち

く
ま
の
で
と
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
、
あ
ま
り
寄
る
こ
と
が
な

か
っ
た
り
、
寄
っ
て
も
食
事
を

と
る
こ
と
が
な
か
っ
た
り
で
、

町
内
の
道
の
駅
体
験
に
も
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
熊
野
古
道
を
歩
く

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史

跡
間
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動

と
し
た
こ
と
で
、
脚
力
に
自
信

の
な
い
人
も
安
心
し
て
参
加
で

き
た
、
町
内
の
史
跡
に
つ
い
て

深
く
知
れ
た
、
と
好
評
で
し
た
。

　
育
児
真
っ
最
中
の
現
役
マ
マ

が
中
心
に
な
っ
て
、
育
児
の
悩

み
や
情
報
交
換
、
日
頃
気
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話

を
し
て
い
ま
す
。
パ
パ
や
妊
娠

中
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
５
月
に
は
、
ご
家
族
総
出
の

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
手
形 

ア
ー
ト
制

作
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
紙
に

写
し
取
っ
た
み
ん
な
の
手
形
を
、

大
き
な
象
と
子
象
さ
ん
に
変
身

さ
せ
る
ア
ー
ト
で
す
。
10
組
の

家
族
、
総
勢
37
人
の
参
加
。
手

形
を
写
し
取
る
と
き
は
大
騒
ぎ

で
、
ス
タ
ッ
フ
も
大
奮
闘
。
こ

の
よ
う
な
催
し
を
、
毎
月
内
容

を
変
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。
親

子
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
読
み
聞

か
せ
会
や
、
小
児
救
急
講
習
で

は
消
防
自
動
車
も
展
示
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。（
ち
び
っ
こ
ひ
ろ

ば
は
、
材
料
準
備
や
ス
タ
ッ
フ

等
の
関
係
で
人
数
制
限
を
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

　
火
曜
日
と
木
曜
日
に
午
前
は

２
時
間
、
午
後
は
２
時
間
、
お

話
し
相
手
の
よ
う
な
か
た
ち
で

パ
パ
や
マ
マ
を
迎
え
る
ス
タ
ッ

フ
が
滞
在
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
交
代

で
入
っ
て
い
ま
す
。（
ス
タ
ッ
フ
、

募
集
中
!!
）

　
南
紀
の
台
公
民
館
の
子
育
て

サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

マ
マ
達
の
交
流
が
生
ま
れ
、
つ

な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う

に
と
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
開
催
日
に
つ
い
て
は
上
富
田

町
公
式
ラ
イ
ン
で
周
知
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

歩
か
な
い
古
道
巡
り

朝
来
公
民
館

南
紀
の
台
公
民
館

子
育
て
支
援
事
業

　
南
紀
の
台
公
民
館
で
は
、
交
流

室
に
お
い
て
子
育
て
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

「マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
会
」 

（
毎
月
１
回
）

「子
育
て
サ
ロ
ン
」  （

毎
週
2
回
）

「ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
」  

（
毎
月
１
回
）

八上王子跡

ちびっこひろばの様子

ママのおしゃべり会の様子

田中神社

水垢離体験場
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　今回も、多彩な作品が会場いっぱいに展示されまし

た。2日間で326名の参観者があり、盛況のうちに終え

ることができました。

　天候にも恵まれ盛況を博し延べ255名の方が来館

されました。地域の方々の文化作品の発表の場である

とともに地域の皆さんの交流の場にもなっており、作

品を前にして親交を深められていました。

　公民館主催の体験研修で制作した作品の展示がで

きました。また、小学校のクラブ作品や地域の新しい

団体からのたくさんの出展があり、広がりを感じまし

た。そのためか、作品数、出展者数、入場者数とも昨

年より少し増えていました。

　両公民館の合同作品展が開催されました。南紀の

台公民館での初めての開催となりました。

　総作品点数655作品、総来場者数320名と、見ごた

えのある作品展となりました。

町内各公民館で作品展が開催されました

市ノ瀬公民館　2 月 15 日㊐

朝来・南紀の台公民館　3 月 7 日㊏ 8 日㊐生馬公民館　2 月 28 日㊏ 3 月 1 日㊐

岩田公民館　2 月 14 日㊏ 15 日㊐
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日
頃
、
あ
ま
り
考
え
ま
せ
ん

が
ト
イ
レ
は
生
活
上
と
て
も
大

切
な
場
所
で
す
。
ト
イ
レ
が
な

け
れ
ば
生
活
に
困
り
ま
す
し
、

旅
行
に
行
っ
て
も
公
衆
ト
イ
レ

が
な
け
れ
ば
と
て
も
困
る
で

し
ょ
う
。

　
ト
イ
レ
の
歴
史
も
古
く
、
呼

び
方
も
化
粧
室
、
便
所
、
お
手

洗
い
、
閑か

ん

所じ

ょ

、
厠

か
わ
や

、
は
ば
か

り
、
手

ち
ょ
う

水ず

、
雪せ

っ

隠ち

ん

、
東と

う

司す

な
ど

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ト

イ
レ
が
水
洗
ト
イ
レ
で
す
が
意

外
と
こ
の
歴
史
は
新
し
い
で

す
。
浄
化
槽
の
設
置
等
で
１
９

５
５
年
（
昭
和
30
年
）
頃
か
ら

普
及
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
、
汲
み
取
り
式
の
ト

イ
レ
（
ポ
ッ
ト
ン
便
所
）
で
し

た
。

　
昔
は
溜た

ま
っ
た
屎し

に

ょ

う尿
は
肥
料

と
し
て
農
家
で
有
効
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
「
売

る
」
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
、

そ
の
よ
う
な
業
者
も
い
た
よ
う

で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
鎌
倉
時
代
末
に

徐
々
に
屎し

に

ょ

う尿
を
樽
や
壺
に
溜
め

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

下し

も

肥ご

え

（
肥
料
）
と
す
る
た
め
で

す
。
そ
う
い
う
知
識
は
中
国
か

ら
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
汲
み

取
り
式
ト
イ
レ
は
江
戸
時
代
に

か
け
て
主
流
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
下
肥
は
肥
料

と
し
て
不
可
欠
で
重
宝
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
時
代
が
進
む
に

つ
れ
厄や

っ

介か

い

な
廃
棄
物
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
で
は
家
の
中
に
あ

る
の
が
当
た
り
前
の
ト
イ
レ
で

す
が
、
昔
は
家
の
外
に
あ
る
の

が
普
通
だ
っ
た
の
で
す
。

　
町
内
の
方
々
に
お
聞
き
し
ま

す
と
、
77
歳
以
上
の
方
は
、
ト

イ
レ
の
屎し

に

ょ

う尿
を
長
い
ひ
し
ゃ
く

で
汲
ん
で
桶
に
入
れ
、
天
秤
棒

で
担
い
で
畑
に
持
っ
て
行
く
様

子
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
言
い

ま
す
。

　
60
代
の
方
は
、
畑
に
穴
を

掘
っ
て
屎し

に

ょ

う尿
を
た
め
て
い
た
の

を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
、
肥こ

え

溜だ

め
に
石
を
投
げ
込
ん
で
い
た

ず
ら
し
た
と
い
う
話
も
複
数
の

方
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
が
登
場
し

て
き
た
の
は
１
９
５
１
年
以
降

で
、
だ
ん
だ
ん
と
屎し

に

ょ

う尿
を
桶
に

入
れ
て
担
い
で
い
く
光
景
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
バ
キ
ュ
ー
ム

カ
ー
で
吸
い
取
ら
れ
た
屎し

に

ょ

う尿

は
、
昔
は
船
で
沖
合
の
海
へ
放

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

処
理
場
で
処
理
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
汽
車
、
電
車
、
飛
行
機
の
ト

イ
レ
も
昔
は
外
へ
放
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
車

（
機
）
内
に
タ
ン
ク
が
設
置
さ

れ
、
そ
こ
に
溜
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
取
材
し
ま
す
と
地
域
差
も
あ

り
ま
す
が
、
40
代
後
半
の
方

は
、
子
ど
も
の
頃
自
宅
は
ま
だ

ポ
ッ
ト
ン
便
所
で
学
校
は
水
洗

便
所
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
20
代
の
方
は
、
自
宅
は
水

洗
ト
イ
レ
で
し
た
が
祖
父
母
の

家
は
ポ
ッ
ト
ン
便
所
だ
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
最
後
に
、
水
洗
ト
イ
レ
と

い
っ
て
も
初
め
は
和
式
ト
イ
レ

で
、
洋
式
の
水
洗
ト
イ
レ
に
な

る
の
に
は
し
ば
ら
く
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　
今
で
は
温
水
洗
浄
便
座

（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
な
ど
）
の

普
及
率
は
80
％
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
洋
式
水
洗
ト
イ
レ

の
普
及
に
よ
っ
て
こ
そ
生
ま
れ

た
商
品
な
の
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
上
富
田
文
化
会
館
内

の
ト
イ
レ
は
利
用
者
が
選
べ
る

よ
う
に
和
式
と
洋
式
両
方
の
水

洗
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗 

21

ト
イ
レ
の
話

就
学
援
助
ご
案
内

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な
世

帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一
定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と
し
て
、

要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通
わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 生
馬
小
学
校
　
　
☎
４
７
‐
０
１
２
６

朝
来
小
学
校
　
　
☎
４
７
‐
０
０
４
０

岩
田
小
学
校
　
　
☎
４
７
‐
２
１
２
０

岡
小
学
校
　
　
　
☎
４
７
‐
２
０
２
７

市
ノ
瀬
小
学
校
　
☎
４
８
‐
０
３
３
４

上
富
田
中
学
校
　
☎
４
７
‐
０
０
５
３
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田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

推
進
標
語

  

『
つ
か
み
取
れ
！

　
め
ざ
す
無
事
故
の
頂
を
』

　
近
年
、
危
険
物
に
係
る
火
災

お
よ
び
流
出
事
故
の
原
因
を
み

る
と
、
維
持
管
理
や
操
作
確
認

が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
、
人
的

要
因
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
毎
年
６
月
の
第

２
週
を
「
危
険
物
安
全
週
間
」

と
し
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
に

対
す
る
安
全
意
識
の
高
揚
お
よ

び
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
危
険
物

　
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
軽
油
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
の
身
近

な
「
危
険
物
」
で
す
。「
危
険
物
」

は
、
火
災
を
発
生
さ
せ
る
危
険

性
が
高
い
た
め
、
消
防
法
令
で

貯
蔵
や
取
扱
い
の
方
法
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

　

  

で
の
注
意
点

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の

「
つ
い
・
う
っ
か
り
」
は
危
険

行
為

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
給
油
設

備
に
は
、
必
ず
「
静
電
気
除
去

シ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
給
油

の
前
に
し
っ
か
り
と
触
れ
て
く

だ
さ
い
。
静
電
気
除
去
シ
ー
ト

に
「
う
っ
か
り
」
触
れ
な
い
ま

ま
給
油
し
よ
う
と
す
る
と
、
静

電
気
が
原
因
で
火
災
が
起
き
る

可
能
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
誤

給
油

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
普
及
に

伴
い
、
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
は

ず
の
軽
自
動
車
に
軽
油
を
入
れ

る
な
ど
の
誤
給
油
が
し
ば
し
ば

起
き
て
い
ま
す
。
誤
給
油
は
故

障
の
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

間
違
っ
て
入
れ
た
燃
料
を
抜
く

際
に
火
災
が
起
き
た
例
も
あ
り

ま
す
。

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
ノ
ズ
ル

カ
バ
ー
や
ノ
ズ
ル
受
け
に
は
、

誤
給
油
を
防
ぐ
た
め
、
ハ
イ
オ

ク
ガ
ソ
リ
ン
は
黄
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

ガ
ソ
リ
ン
は
赤
、
軽
油
は
緑
、

灯
油
は
青
に
色
分
け
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
確

認
し
て
、
誤
給
油
を
し
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入

さ
れ
る
皆
様
へ

　
ガ
ソ
リ
ン
の
適
正
な
使
用
を

徹
底
す
る
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
を

携
行
缶
で
購
入
さ
れ
る
際
、
本

人
確
認
（
運
転
免
許
証
の
提
示

な
ど
）、
使
用
目
的
の
確
認
を

行
う
こ
と
が
消
防
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
緊
急
時
（
火
災
・
救
急
・
救
助
）

は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

☎︎
４
７
‐
０
１
１
９
番
へ

田
辺
市
消
防
本
部

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

危
険
物
安
全
週
間

　

６
月
７
日
㊐
か
ら
13
日
㊏

ま
で
の
一
週
間
は
危
険
物
安

全
週
間
で
す
。

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山

地
方
協
力
本
部
田
辺

地
域
事
務
所

☎
２
４
‐
６
２
１
９

試験項目 区　分 受付締切日・試験日・試験方法 試験会場（予定）

自衛官
候補生

男子
女子

（一般のみ）

受付締切日　６月 25 日㊍
試験日　　　７月５日㊐
　　　　　　～　７月７日㊋
試験方法　　筆記Ｗｅｂ試験

各自宅等

身体検査
口述試験

日　　程 時　 間・内　 容 場　　所

① 7 月 10 日㊎
② 7 月 11 日㊏

身体検査および経歴評定、
口述試験、適性検査

8:00 ～ 17:00

和歌山県民文化会館
３階特設会議室

第
２
回
自
衛
官
候
補
生
募
集
案
内

令
和
８
年
度

有料広告

有料広告有料広告

有料広告
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大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
に
、
ヘ

ル
ス
ト
ロ
ン
と
マ
ッ
サ
ー
ジ

チ
ェ
ア
を
各
1
台
設
置
し
ま
し

た
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

時 

㊊
～
㊎

　（
閉
庁
日
は
除
く
）

　
９
時
～
16
時
30
分

　（
12
～
13
時
は
除
く
）

問 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
‐
０
３
６
６

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

　
申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
4
月
分
）

岩

田

市
ノ
瀬

生

馬

朝

来

朝

来

朝

来

生

馬

朝

来

朝

来

小
籔
　
昌
男

山
本
惠
美
子

山
際
　
貞
雄

橋
本
　
勝
　

浅
山
佳
哉
子

菅
谷
　
將
秀

林
　
　
逸
子

尾
﨑
　
雅
敏

石
嵜
　
　
真

73
歳

91
歳

83
歳

79
歳

96
歳

75
歳

92
歳

76
歳

49
歳

（
尚
也
・
皆
里
）

（
勢
生
・
志
保
）

（
雄
人
・
幸
穂
）

（
太
平
・
瑠
奈
）

朝

来

生

馬

上
富
田
町

上
富
田
町

坂さ
か
も
と本

　
珠じ
ゅ
な菜

小こ
ば
や
し林

　
龍り
ゅ
う
き生

原は
ら
ぐ
ち口

　
楓ふ
う
な菜

岡お
か
だ田

　
燈ひ
な
ぎ和

上富田町の人口と世帯数
令和8年 4月末現在

前月比
総 数 15,652人 -4

男 性 7,494 +4

女 性 8,158 -8

世帯数 7,701 +15

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

６
月
18
日
㊍

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局地

域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

６
月
16
日
㊋

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
福
祉
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

◆
税
目
　
　

　
町
県
民
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
６
月
30
日
㊋

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課 

収
納
班（

⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

竹
田
　
拓
都

辻󠄂
　
麻
里
花

岩

田

岩

田

｛

　
６
月
中
頃
、
令
和
８
年
度
町

県
民
税
（
住
民
税
）
の
課
税
対

象
者
へ
税
額
決
定
通
知
を
発
送

し
ま
す
。

　
お
手
元
へ
届
き
ま
し
た
ら
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
納
税

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
非
課
税
の
方
へ
は
税
額
決
定

通
知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問 

税
務
課
　
課
税
班（

⑥
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
１

町
県
民
税
（
住
民
税
）
の

 

税
額
決
定
通
知
発
送

‐
ご
案
内
‐

-14-



広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.700

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

「かみとんだ地域元気活性化商品券」のご使用はお済みですか？

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響により町内の消費が低迷している中、町内における消

費を喚起し地域経済の活性化を図るため、対象者に 12,000 円分の商品券を支給させていただきました

が、使用期限が近づいていますのでお確かめください。

　また、不在等により商品券を受け取れていない方については、本人確認書類を持参の上、振興課⑧

番窓口までお越しください。

使用期間　　６月３０日㊋まで

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
と
は

・
明
治
中
期
に
、
観
賞
用
・
緑

化
用
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
定
着

し
ま
し
た
。

な
ぜ
駆
除
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

・
繁
殖
力
の
強
い
外
来
植
物
が
、

在
来
種
の
脅
威
と
な
っ
て
い
ま

す
。

・
河
原
な
ど
の
草
地
に
生
え
る

ツ
ツ
ザ
キ
ヤ
マ
ジ
ノ
ギ
ク
、
カ

ワ
ラ
サ
イ
コ
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ

コ
等
の
希
少
な
植
物
を
守
る
た

め
、
各
地
で
外
来
植
物
の
駆
除

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

取
扱
い
に
注
意
し
な
が
ら

除
去
し
よ
う

①
個
人
で
除
去
す
る
際
は
、
花
が

咲
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
地
上

部
の
み
を
刈
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
根
ご
と
掘
り
取
る
場
合
は
、
そ

の
場
で
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
た
ま
ま
数

日
、
日
光
に
晒
す
な
ど
し
て
枯
死

さ
せ
て
か
ら
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
地
区
な
ど
の
団
体
で
除
去
す
る

場
合
の
手
続
は
、
上
富
田
町
振
興
課

ま
た
は
環
境
省
田
辺
管
理
官
事
務

所
（
０
７
３
９
・
３
４
・
５
０
６
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
駆
除
し
よ
う

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

https://kyushu.env.go.jp

/wildlife/mat/m_2_3.

html


